
2025年度以降入学者対象 

社会コミュニケーション学科  

《学科の理念・目的》 

社会コミュニケーション学科は、社会学、メディア情報、共生社会を横断した学びを通して、既存

の枠組みに縛られない柔軟な思考力を持ち、多様な情報の山から重要なものを取捨選択するととも

に自らが価値ある情報を発信する能力を身に付け、よりよい共生の構築や社会課題の解決に貢献で

きる人物の育成を目的とする。              （東京女子大学学則 第４条第６項） 

 

現代社会の仕組みや人間の行動や考え方・感じ方について知ろうとする際、どうアプローチすれば

いいでしょうか。本学科で重視するのは、「意味」を把握しようとすることです。「意味」を扱う学問

は複数あって、社会学、メディア論、心理学はその代表例です。情報やコミュニケーションといった

言葉も「意味」と深く関わっています。社会コミュニケーション学科という本学科の名前は、現代社

会の動態や人間の行動や意識を「意味」の側面から総合的に研究・教育しようとする理念を端的に示

しています。近年、デジタル化の急速な進展により、私たちを取り巻く情報環境がますます重層的か

つ複雑になってきています。こうした錯綜した状況に怯むことなく対処するには、多角的・複眼的な

ものの見方が求められます。本学科は、「意味」を研究する技術である社会調査法を共通基盤として、

「意味」を扱ういくつかの専門分野を複数にわたって学ぶことによって、社会および人間に対する深

く・鋭く・そして「自分なりの」観点を獲得した上で、この混沌とした世界が抱える諸課題に取り組

み、その解決へと果敢に挑んでいく「教養人」の育成を目指しています。 

  

《カリキュラムの特色》 

社会コミュニケーション学科のカリキュラムは、社会学、心理学、メディア論、情報デザインといっ

た専門分野を横断的・重層的に学ぶことを通じて、人間・社会に関わる諸事象を広範かつ体系的に学

べるよう構成されています。また、演習や実習を通じて、少人数での密度の濃い指導が行われ、学生

一人ひとりが問題を自ら発見し、再現性のあるデータに基づいて論理的に思考し、解決に向けた提案

を示すためのスキルを体系的に身につけられる環境が整っています。 

具体的には次のような特徴があります。 

・現代社会にかかわる諸事象について詳しく知るというだけでなく、社会学という知の営みの基本的

な考え方からその成立経緯までも学びの対象とすることによって、さらに進んで、物事を違った角度

から見るための社会学のテクニックを自分のものにすることができます。 

・ソーシャルメディアなど多様化・複雑化するメディアでのコミュニケーションに関する複数の専門

分野を広く横断的、学際的に学び、メディアリテラシーの必要性やメディアが人々の意識や行動に与

える影響を理解することで、デジタル社会と人間について深く学びます。 

・こころとコミュニケーションを心理学的な視点からとらえ、多様な文化を尊重する社会の設計、多

文化共生やダイバーシティを尊重するより良い社会づくりに貢献できるスキルを身につけます。 
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・ユーザー中心の視点で情報技術社会をデザインする手法を学び、問題解決やアイデア構築に役立つ

デザイン思考で多様な価値観の間に生じる難問を解き、建設的なアイデアを提案する力を得ます。 

・社会調査や統計分析、データサイエンスなど、現代社会を論理的に読み解く必須のスキルを少人数

授業でじっくり学びます。最新の ICT技術を実践的に学ぶことで、卒業研究に向けた応用力も高める

ことができます。 

・少人数での演習科目では各教員の専門領域ごとに高度な学びを深めます。社会調査実習が演習クラ

スと並行して設置されており、各自の問題関心に合った量的・質的調査の方法を習得し、卒論へつな

げます。 

《履修法の助言》 

■学科の科目について 

1・2年次では、学科の基礎科目を中心に、研究の土台を築きます。1年次演習では学問的な「もの

の見方」を養い、文献検索や批判的思考、発表技術など学問の基礎を築きます。１年次では「社会コ

ミュニケーション概論」「社会学のあゆみ I・II」「メディアコミュニケーション概論」「情報デザイン

概論」「共生社会概論」「社会調査法入門 A・B」で社会学、コミュニケーション学、社会調査の基本的

な考え方について広く学び、理解を深めます。「社会コミュニケーション先端トピック A・B」では最

新の研究に触れます。 

2年次にはより体系的な知識を習得する段階へと進みます。「2年次演習（社会コミュニケーション）」

で文献の読み方やまとめ方を学び、自ら問題を捉えて解決する能力を身につけます。「社会データサイ

エンス入門」「社会データサイエンス A」「質的研究法」で量的・質的データ分析に関する基礎知識を

身につけ、質問紙を用いたデータ収集や事例研究、インタビュー調査、調査倫理などを学びます。「社

会コミュニケーション実習（実験法）」「同（内容分析）」では、分析の基礎を実践的に学びます。 

3・4年次には、各自の関心に従って演習や調査実習のクラスに分かれ、学びの集大成に向かいます。

3年次には、各教員の専門領域に基づいた少人数での「3年次演習（社会コミュニケーション）I・II」

でより専門的な知識やスキルを習得していきます。3 年次演習では、卒業研究のためのテーマを構築

し、文献を使って具体的な課題を掘り下げます。演習と連携した「社会コミュニケーション実習Ⅰ・Ⅱ」

を履修することで質問紙調査やインタビュー、観察法など、テーマに応じた実践的な調査法を用い、

データ収集と分析のスキルを強化し、研究の一連の流れを身につけます。「社会コミュニケーション実

習Ⅰ・Ⅱ」では、自己の研究テーマに沿った手法を選び、実際にデータを収集・分析することで質的・

量的調査の手法を実践的に学習し卒業研究への準備を進めます。また、「社会コミュニケーション実習

Ⅰ・Ⅱ」に加えて「社会データサイエンス B」を履修することで、量的な調査法の理解を深めること

もできます。 

《発展講義》も活用し、社会学、メディア情報、共生社会と人間といった関連分野から幅広く知識

を吸収して応用力を高めていきます。各自の関心や研究テーマに応じて、積極的に多様な科目を履修

することが推奨されます。 

4年次では、これまでの学びを集大成し、卒業論文に取り組みます。「4年次演習（社会コミュニケー

ション）I・II」で個別指導や学生同士の討論を通じて卒業研究に向けた準備を進め、各自が選んだテー

マに沿った研究をまとめていきます。論文作成では、文献調査や独自の調査結果を用い、具体的なテー
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マに基づいた論文を書き上げます。卒業論文は大学での学びの総まとめとして、学問的にも人間的に

も成長する重要な機会です。これにより、学生は専門性を深め、情報技術を活用した実践的なスキル

も最新の環境で学び、卒業後の活躍の基盤となる体系的かつ論理的な思考力を身につけて現代社会の

多様な問題に対応することができます。 

 

■全学共通カリキュラムとの関連について 

知のかけはし科目：本学の学びの核心である「リベラルアーツ教育」を体現する科目です。ぜひ履

修してください。 

女性の生きる力科目：いずれの授業も社会コミュニケーション学科と切っても切れない関係にあり

ます。履修すれば後々、自らの専門領域の考察をより深めるために必ず役に立ちます。 

第一外国語科目：自分の専門性の基礎を作るために英語能力を高めることは不可欠です。積極的な

履修を勧めます。演習で扱う最新の研究や資料は英語でしか入手できないことも多く、発表やディ

スカッションをより有意義に行うため不可欠です。 

第二外国語科目：特に言語を指示しませんが、グローバル化の多様な進展のあり方に対応するため、

読解、会話、総合の履修も勧めます。例えば、中国の新聞や韓国のメディアを扱う場合は、「中国語」

や「韓国語」の学習が必要となります。   

AI・データサイエンス科目：この科目群はメディア情報系の分野における学習・研究と密接な関係

にあります。データ処理の高度な知識・技術に習熟していることが望ましいので、積極的な履修を

勧めます。必修の「DS・ICT入門Ⅰ・Ⅱ」では、AI・データサイエンスの基礎を学び、情報技術のベー

スライン作りが行われます。メディア情報研究の内容と相補的に働き、より深く学習を進めること

が可能となることから、「DS基礎」「コンピュータ・サイエンス I・II」など、多様な選択科目の履修

を推奨しています。 

 

《その他》 

履修の方法の詳細や資格取得等については、年度初めのガイダンス時の説明と配付資料を参照して

ください。 
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社会コミュニケーション学科の科目概要（各学年の目標と主な科目） 

 

各学年の目標 
主な科目 

（◎必修科目 ○選択必修科目 △選択科目） 

１
年 
次 

社会コミュニケーション学科で学ぶさまざまな分野に

ついて基礎知識を得る。 
◎社会コミュニケーション概論 

大学で学習を進めるにあたって必要となる基本的な

スキルを身につける。 
◎１年次演習（社会コミュニケーション） 

社会コミュニケーション学科の各種領域に関する基

本的な考え方を身につける。 

○社会学のあゆみⅠ・Ⅱ、メディアコミュニケー

ション概論、情報デザイン概論、共生社会概論 

社会調査における量的調査法および質的調査法の

両者について、基礎的な手法と具体的な進め方を

学習する。 

○社会調査法入門 A・B 

社会コミュニケーション研究の先端的な内容につい

て知る。 
○社会コミュニケーション先端トピック A・B 

２
年
次 

各種文献を読むことにより、社会コミュニケーション

研究について視野を広げる。 
◎２年次演習（社会コミュニケーション） 

統計学・量的データ分析の基礎を身につける。 
◎社会データサイエンス入門 

◎社会データサイエンス A 

社会調査における質的研究法の発展的な知識を身

につける。 
○質的研究法 

実践を通じ、活用できるレベルの社会コミュニケー

ション研究法を身につける。 

○社会コミュニケーション実習（実験法）、社会コ

ミュニケーション実習（内容分析） 

【２・３・４年次共通】 

各分野の研究領域について理解を深め、より高度

な知識を獲得する。 

○発展講義の各科目 

３
年
次 

自らの専攻領域を決め、卒業論文研究に向けて、

理念的側面、方法的側面、技術的側面について学

びながら、卒業論文研究の基礎作りを行う。 

◎３年次演習（社会コミュニケーション）Ⅰ・Ⅱ 

実践を通じて社会調査の方法やデータ分析の手法

を学ぶ。 
○社会コミュニケーション実習 I・II 

統計学・量的データ分析の発展的な知識および技

法を身につける。 
○社会データサイエンス B 

４
年
次 

卒業論文作成に向けて、発表や討論を重ねることに

より、個人の研究内容の進化を計り、論文執筆のた

めの技法を習得する。自ら問題を発見・分析・解決

する能力を伸ばすことによって、現実の問題に対す

る応用力を高める。 

◎４年次演習（社会コミュニケーション）Ⅰ・Ⅱ 

◎卒業論文 


